
活 動 報 告（抜粋）

まちづくり特別委員会9/18
幼稚園教育審議会10/9
全国男女共同参画宣言都市サミット10/11
新居浜in

男女共同参画センター10/17
フェスティバル２００３
「わかば奨学金」街頭募金活動10/25
臨時市議会10/29
決算特別委員会11/11~17
本会議一般質問12/2~5
文教厚生常任委員会12/9
第５回幼稚園教育審議会12/15
本会議12/16
全員協議会12/17

①市役所庁内情報システムネットワークにつ
いて

市役所庁内のパソコンがウィルスに感染
した件について、市民の不安解消のため

。にどのような対策がたてられているのか

〈市長答弁〉
感染原因については、現在調査中。

ウィルス対策ソフトの使用等により、
再発の防止に向けての措置を取り、職
員にパソコンの取り扱いについて周知
徹底させる。

新しい年のスタートです。

小学校を退職して、市議選に向けての４ヶ月、無事当選、
そして市議会議員として８ヶ月。
2003年は、私にとって激動の年でした。
たくさんの方々に支えていただいて活動することができま

した。
ほんとうにありがとうございました。
2004年、また気持ちを新たに私らしく歩んでいきます。

１．ＩＴ化社会に求められる「情報について学ぶ」ということについて

第３号

年 月 日発行2004 1 1

北野さと子の市政レポート

震災遺児のための「わかば奨学金」街頭募金活動
（阪急宝塚駅前）



②市内の各学校における情報管理体制の整備

について

学校における情報管理はどのようになっ

ているのか。

〈教育長答弁〉
教職員に情報管理を徹底させ、個人

情報の保護を各学校園に指導する。

③「メディアリテラシー教育」について

学校現場でのパソコンの導入が、現在の
教育課題を解決するためにどう関わってい
るのか。また、インターネット・トラブル
から子どもたちを守るための教育の必要性
をどうとらえているのか。―「情報を見極
める力」を子どもたちに身につけさせる必
要があると捉えているのだが－

〈教育長・教育部長答弁〉
これからの社会が、ネットワークコ

ンピューターや携帯電話が不可欠な道
具となる以上、操作技術の向上と合わ
せ、情報モラルを基盤とした情操教育
カリキュラムの研究をすすめている。
また、情報を取捨選択し、活用できる
能力を育て、よりよき情報化社会の担
い手の育成に努めていきたい。

２．教育・福祉行政の推進について

①学校における子どもの安全について

宝塚の校舎建築の方向性や基本理念・取
り組みについてはどのようになっているの
か。
校舎の建て替えに関しては、子ども・保

護者・地域住民・教職員等の意見を取り入
れていくことも大切であるし、できる限り
短い期間で支障がないように進めて欲し
い。

〈管理部長答弁〉
、 、災害に強く 快適に学習に取り組め

しかも環境に優しい学校施設づくりを
目指している。保護者や教職員で組織
された「建て替え委員会」からの提言
もある。

学校の外来者・緊急時対応と、登下校時
の児童の安全対策及び今後の課題は。

〈教育長答弁〉
緊急ホイッスル・県警ホットライン

等を再確認し、外来者の名札の着用も
徹底させる。地区児童会等で、緊急時
の対応を指導し、地域にも協力を呼び
かける。

②当面の教育課題について

子ども支援サポーター配置事業の充実と
教育復興担当教員の配置、教職員が前向き
に意欲を持てる教育環境づくりを要望した
い。

〈教育長答弁〉
子ども支援サポーターについては、

本年度同様の配置を考えている。
管理職がリーダーシップを発揮し、日
々の指導に前向きに取り組めるような
職場作りに努めるとともに、教職員の
心のケアにも努める。③障がい児学級申請及び教職員配置について

「地域で生きていく」という、子ども・
保護者の希望を優先した、真に必要な障が
い児学級認可を目指して、県教育委員会へ
強く要望をあげていただきたい。

〈教育長答弁〉
子ども一人一人のライフスタイルを

見通した適正な就学ができるよう
努める。




